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自由確率論を用いた深層学習の理論的研究を行った。 

深層学習は実用面では大きな成功を収めているものの、理論的性質は未知の部分が多い。現

状ではニューラルネットワークの学習には膨大な計算機資源が必要であり、理論的に効率の良

い学習方法を研究することは急務である。 

本研究では、自由確率論を応用するために理論的に重要なヤコビアンの漸近的自由独立性を

証明した。また、MLPの Fisher情報行列の固有値解析を行うといった理論的な成果も得た。

さらに、ネットワークのオンライン学習率への応用も行った。理論面・応用面の双方において

成果があったことは高く評価できる。 

ACT-I や ACT-X の研究者とも積極的に共同研究を行っている点も評価できる。加速フェー

ズ移行後もシンプルかつ実用レベルの性能を持つモデルの理論解析を目指している。今後もさ

らなる研究の進展が期待できる。 


